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　２月もあっという間に終わりました。１、２年生は基礎学
力テストと学年末テストが終わりました。３年生は、一般選
抜に向け、ラストスパートをかけているところです。慌ただ
しく過ぎていく毎日ですが、心にゆとりをもち、自分のこと
だけでなく、他の人のことも大切にできるようにしていきま
しょう。３月に入るとすぐに、卒業式があります。みんなで
力を合わせ、成功させる大切な最後の行事です。心温まる式
になるようにがんばりましょう。  

 

◇校内人権かるた取り大会  

２月９日（月）の放課後に校内人権かるた取り大会が行われました。この日までに学級、
学年でかるた取り大会を行い、勝ち抜いた28名の中から優勝・準優勝を決定しました。こ
の大会は、人権部の３年生が最後の活動として、「みんなで人権について考えたい」、「自
分たちにできることがしたい」という思いから、是非実施したいとの意見が出て、実現し
た活動です。みんな、真剣に取り組むことができていました。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

人権かるたをする機会も他学年と交流する機会もあまりなかったので、今回参加できてよかったな
と思います。人権かるたを通して、世の中にはたくさんのいじめや差別があることを改めて学びま
した。人権かるた取り大会などの行事でもっと人権について知る機会が増えればいいなと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３年　五島　依咲） 

今日、人権かるた取り大会を運営してとても緊張しました。なぜなら、初めてのことだから何をす
ればいいのか分からなかったからです。でも、先生や先輩方が１つ１つ丁寧に教えてくれてとても
うれしかったです。僕も先生や先輩方のように優しい心をもてるように日々行動したいです。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人権部　近江　快斗） 

今回人権かるた取り大会をして、他学年と交流することができて、とてもよい機会になりました。
人権のことを楽しく学べるのが人権かるたの良さだと思いました。阿南中学校がいじめ０で、日本
一優しい学校という目標に向かっていけるように努力していきたいです。　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１年　城岡　藍・撫養　柚奈） 

元々、かるたをすることが好きでした。今回の校内かるた取り大会に出てみて、かるた取りを通し
て人権課題を知ったり、様々な学年の人と交流ができたりして楽しかったです。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２年　野村　凪） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◇富岡人権ふれあい子ども会の閉講式 

２月１２日（木）に富岡人権ふれあい子ども会の閉講式が行われました。生徒、保護者、

教職員などが参加しました。子ども会で学んだことや卒業生へのメッセージを発表したり、

１年間を振り返ってのムービーを見たりしました。子ども会で学んだことをそれぞれが歩

んでいく道でいかしていってほしいです。  

 

◇中学校生活を振り返って 

卒業を間近に迎えた３年生。３年間を振り返ってみました。阿南中学校だからできたこと、

阿南中学校だから学べたこと、この仲間たちだからこそつくることができた思い出･･･。1

71名はどのような中学校生活だったのでしょう。１、２年生は残りの中学校生活をどのよ

うに過ごし、旅立っていきたいですか。  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

私たちが提案したことが実現できてうれしかったです。学級代表を決めるときや優勝者を決めると
きにみんなが楽しそうにしているのを見て、うれしかったです。かるた取りを楽しみながら、人権
について深く考える機会を作れてよかったです。　　　　　　　　　　　　　（人権部　３年生） 

人権かるた取りを行うことで、それぞれの札にある言葉を知ることができました。そして、私は人
権はとても大切なものであり、意義深いものだと改めて思いました。　　（人権部　石居　明莉） 

長いようで短い中学校３年間でした。日々の生活や学校行事など様々な思い出が阿南中学校にはあ
り、それは171人の同級生、先生方また保護者のおかげだと改めて感じます。来年度からはそれぞれ
違った道へと歩んでいきますが、この思い出は消えることなく、新しい環境になってもいかされて
いくと思います。たくさんのことを肌で感じ、苦楽もありましたが、とても充実した３年間になり
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３年　四宮　陽人） 

不安と緊張でいっぱいだった入学式から始まった中学校生活でしたが、たくさんの人との出会いや
学びを得ることができました。行事でクラスの仲を深めたり、受検で大きな壁にぶつかったりもし
ましたが、とても楽しくて、感謝を忘れず、頑張りたいと思います。　　　（３年　後戸　優美） 

私はこの３年間、たくさんの思い出を作ることができました。体育祭や文化祭などの行事では、み
んなで一致団結して練習や準備を重ねたことがとても印象に残っています。悩むことや大変なこと
もありましたが、たくさんの人に支えられながら乗り越えることができ、本当に感謝しています。
これからもたくさん壁にぶつかることもあると思いますが、これまでの経験を生かして頑張りたい
と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３年　尾﨑　由唯） 

中学校生活は、毎日がとても楽しかったです。勉強や行事、部活動などさまざまな経験を通して、
自分自身が大きく成長できた３年間だったと思います。この３年間を生かして、高校生活も勉強と
部活動の両立や行事を楽しんでいきたいです。　　　　　　　　　　　　　（３年　滝沢　栞菜） 

この３年間、たくさんの思い出ができました。年に１回の体育祭や文化祭、合唱コンクール、そし
て修学旅行で沖縄に行ったこと、どれもかけがえのない思い出です。共に支え合った仲間、お世話
になった先生方に感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。とても楽しかっ
たです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３年　大西　里奈） 


